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知らない⼟地で不安だなあ

この⽅とっても話しやすいかも ...! こんな素敵な花⽕が近くで！？

仲間もできたし、この街で⽣活していける気がしてきた

葛城の魅⼒を伝えるんだ、今度は⾃分が ... ！
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■アクティブ Base ■リビング Base ■リラックス Base 
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Can!path Loop
棚⽥

移住して 1 年⽬の A さん
葛城に家を購⼊した C 親⼦

⼊園して 3 ヶ⽉⽬の B 君

▼FL+115.0▼FL+116.0

▼TP+113.0
想定最⾼⽔位 ▼TP+114.7

▼TP+122.5ビオトープ

中⼾新池

こども園の⾃由時間は楽しいなあ

農村 RMO の⽀援もあって助かるぞ

カエル捕まえた〜！

ここはいつ来ても⾵が気持ちいいな

すくすく育つのよ

⾃由研究に使うんだ

室の確保、⾃然への視線

主な道の効果

A-1. リズミカルな体験 A-2. 視線のズレ

A-9. 回遊性の向上

A-5. 屋内外の連続A-3. 偶発⼿的な出会い

A-10. 町との繋がり

A-4. ⽴体的な広がり

A-6. スケールの⽂節 A-7. 滞留の誘発 A-8. 緊急時の避難動線

B-1. 光の挿⼊ B-2. ⾃然換気 B-3. ⽔の循環 C-1. 耐震性の向上 C-2. 構造負担の軽減

道の挿⼊、⾃然へのアクセス
減築によるアクティビティの連続

既存 提案

道 アクティビティ室

室室

室 アクティビティ

アクティビティ
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⾷堂・シェアキッチン

銭湯

アウトドア

移住相談窓⼝

コワーキング

イベントホール

森のこども園

ラウンジライブラリー

カフェ

ホテル

単⾝世帯 ⼦育て世代若者カップル

サイクルベース

移動する飲む / ⾷べる

癒す

⾷材提供

習い事

⽇課

サ活

魅⼒の伝達

週末農業
サテライト

出演

特別な宿泊

観光周回
休

憩

宿題

学内課題

世間話

雑誌鑑賞

週末レジャー

⼦供を預ける

くつろぐ

泊まる
遊ぶ / 学ぶ

相談する

⾷べる
/作る

働く

鑑賞

仮住宅

葛城市⺠！
単⾝世帯 ⼦育て世代

交流の場

プレ移住者 葛城市⺠

若者カップル

⼩中⾼⽣

ママ友

地域企業

⼒⼠

サイクリスト 農家

市内在住

県外観光者
⼤学⽣

⼤学⽣

近県の⼈

観光客

シニア世代

園児

プレ移住者

2 年   葛城に染まる
1 年  四季の⽣活体験
半年 地域の輪に参加
3 ヶ⽉ 利便性を実感
1 ヶ⽉ ⽣活の試⾏
2,3 ⽇ 街を感じる

Can!path
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葛城の魅⼒

知る 来る 関わる
試す 暮らす

【今まで】移住への⾼いハードル 【提案】段階的なステップ
知る 来る

暮らす

バス停

駐⾞場

駐⾞場

岬の東屋

中⼾新池

屋外ステージ

広場

公園

⽫池古墳

神明神社

神明神社古墳

葛城温泉

道の駅 かつらぎ・サイクリングルート

葛城市街地

市街地からのメインアプローチ

⾃動⾞動線

⾃動⾞動線

歩⾏者動線

⾷堂 シェアキッチン

住居

こども園

森の遊び場

キャンプ場

ライブラリー
カフェ

ホテル
ホール

コワーキング

ビオトープ

広場
サイクルベース

⽔上ステージ・船乗り場

棚⽥

⽔上ジップライン

歩⾏者動線
モビリティ動線
提案
既存
視点場
コンテンツ

Can!path
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豊かな⾃然環境を⽣かしたエコラーニング

 「Can!path Loop」を中⼼とした建築提案    ー部屋を超えて、街へひらく建築ー

Can!path 暮らしの曼荼羅図

ここから広がる、新しい暮らしのカタチ01 03 建築計画ー「Can!pathLoop」で交わるアクティビティ  ー05

Can!path MAP ⾃然の魅⼒を最⼤化するよう分散配置したコンテンツとそれらを結ぶ Can!path Loop の提案00

04

02

棚⽥・ビオトープ・ため池を連動させる⽔循環の環境提案により、地域の豊かな⾃然を活かした持続可能な景観と教育の場を創出。既
存の森を環境的・社会的資源へと転換することで、⾮⽇常を楽しみながら学び・憩える循環型空間を実現します。

かつらぎ Can!path は、多様な⼈々が出会い交流する舞台です。仮
住宅を起点に「道」での偶発的な体験やつながりが⽣まれ、プレ
移住者はやがて市⺠となり、地域に新たな循環と活⼒が広がります。

葛城市は地⽅移住先としての⾼いポテンシャルを
持っていますが、⼀⽅で、⾒知らぬ⼟地で新しい暮
らしを始めることは、プレ移住者にとって⼤きな
ハードルとなります。本提案では、その解決策とし
て、「知る → 来る → 関わる → 試す → 暮らす」と
いう段階的なステップを⽤意しました。これにより、
プレ移住者が無理なく地域と関わりを深めつつ移住
へ移⾏することができます。

建物に「道（Can!path Loop）」を挿⼊することで、室と室、⼈と⼈、そして⾃然をつなぐ空間を創出します。これにより、偶発的な
出会いや多様なアクティビティの連続性が⽣まれ、建築全体が街や環境へ開かれていきます。

C a n ! p a t h
- プレ移住者と市⺠の交流による葛城の賑わい拠点 -
か つ ら ぎ

キ ャ ン パ ス

葛城市は古代より交通の要衝として栄え、現在も、移住・定住を育む⼟壌があります。 
本提案は、暮らしを⽀える多様な機能を敷地全体に配置し、それらをつなぐ「Can!path Loop」で⼈と場を有機的に結びます。
移住者、宿泊者、住⺠が⾃然に交わり、⽇常の重なりを通じてプレ移住者が「葛城市⺠」へと歩みを進める──そのための新しい拠点を創出します。

006

■アクティブ Base
ループ沿いにラウンジライブラリーや相談スペースを
設け、初期移住者がかつらぎを「知る」場とします。
その合間にコワーキングやイベントホールを配置し、
市⺠や先輩移住者と「関わる」⼀歩を後押しします。
■リビング Base
宿泊棟は移住者の居住拠点であり、こども園や地域⾷
堂、シェアキッチンを通じて市⺠との交流を促進しま
す。住居とホビールームの間にループを挟む構成によ
り、移住者の活動が表出します。
■リラックス Base 
体育館は銭湯とし、地域の共⽤空間として再⽣します。
花⽕⼤会を間近に望みながらお湯につかることができ
る、唯⼀無⼆の場所です。

サイクルスペース

イベント広場

キャンプ場

⽔上ステージ

森の遊び場

⽔上ジップライン

プレ移住者住居とホビールーム間の Can!path Loop が⼈々の交流を促す ⾃然を望む、健やかなコワーキングスペースで移住準備を進める 空の景⾊を切り取る露天⾵呂は満点の星空を望む地域の憩いの場となる 特産品を使った地域⾷堂と住⺠の共有キッチンでは交流の場となる ループとホールが視覚的・活動的に連続し、互いに開かれた関係となるリビング Base２F： アクティブ Base１F： リラックス Base２F： リビング Base３F： アクティブ Base２F： 


